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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】尿温の比較的小さな変動に対しても、その変動
の原因を推定して被験者の健康情報として報知する装置
の提供。
【解決手段】被験者の排泄する尿の温度である尿温を測
定し、その結果に基づいて被験者の健康状態に関する健
康情報を報知する尿温測定装置において、尿温に影響を
与える尿温影響要因の状態値を取得する尿温影響要因状
態取得手段と、前記尿温影響要因状態取得手段が取得し
た前記状態情報の状態値が、被験者の通常値範囲とした
状態基準範囲に含まれるか否かを判断する尿温影響要因
状態判定手段と、を有し、測定した尿温が、測定前に蓄
積された尿温値で作成される尿温基準範囲外となった場
合に、前記尿温影響要因状態取得手段が取得した尿温影
響要因の状態値のうち、前記尿温影響要因状態判定手段
によって状態基準範囲外と判定された前記尿温影響要因
の状態値に基づいて、健康情報を作成して報知すること
を特徴とする尿温測定装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の排泄する尿の温度である尿温を測定し、その結果に基づいて被験者の健康状態
に関する健康情報を報知する尿温測定装置において、
尿温に影響を与える尿温影響要因の状態値を取得する尿温影響要因状態取得手段と、
前記尿温影響要因状態取得手段が取得した前記状態情報の状態値が、被験者の通常値範囲
とした状態基準範囲に含まれるか否かを判断する尿温影響要因状態判定手段と、を有し、
　測定した尿温が、測定前に蓄積された尿温値で作成される尿温基準範囲外となった場合
に、前記尿温影響要因状態取得手段が取得した尿温影響要因の状態値のうち、前記尿温影
響要因状態判定手段によって状態基準範囲外と判定された前記尿温影響要因の状態値に基
づいて、健康情報を作成して報知することを特徴とする尿温測定装置。
【請求項２】
　前記尿温基準範囲は、被験者の過去の一定期間の尿温値の中で、前記尿温影響要因状態
判定手段が状態基準範囲の内とした尿温値にて、作成されることを特徴とする請求項１記
載の尿温測定装置。
【請求項３】
　前記尿温基準範囲は、被験者の過去の一定期間の尿温値の中で、予め決められた分布範
囲の尿温値にて、作成されることを特徴とする請求項１記載の尿温測定装置。
【請求項４】
　前記状態基準範囲は、被験者の過去の一定期間の状態情報の情報値の中で、予め決めら
れた分布範囲の情報値にて、作成されることを特徴とする請求項１記載の尿温測定装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人体から排泄された尿温から健康情報を被験者に告知する生体情報測定装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　長寿高齢化に伴い、健康管理に対して個人の関心が高まっており、近年では疾病の早期
発見と疾病治療中或いは治療後の健康管理を目的とした自己健康チェックが重要なテーマ
となっている。そのために種々の項目が管理対象とされているが、体温も個人の体調によ
り変化することが知られており、健康管理のための対象項目の一つとされている。従来行
なわれている体温の測定は、体温計を腋下や舌下に挟んで測定するものであり、一定時間
保持しないといけない等の各種の制約があり個人によるバラツキが生じやすい測定方法の
ため測定結果が安定せず真の体温を測定しているとは言い難かった。
　そこでそれらに代わる真の体温測定方法として、従来から真の体温（その時の被験者の
本当の体温のことで、以下、便宜上この体温を指して単に「体温」呼ぶ）と密接な関係が
あることが知られていた、排尿された直後の尿の温度（以下、これを尿温と呼ぶ）を測定
することが提案されている。
【０００３】
　例えば特許文献１には、体温を測定する装置として、排泄する尿を受ける小便器や大便
器内に感温体を備えた受尿部を設けて尿の温度を測定する尿温度測定装置が開示されてい
る。
【０００４】
　また、特許文献２のように、便器のボール面に尿の温度によって色調が変わるシールを
設けて、色調によって健康状態を確認しようとする装置も開示されている。
【０００５】
　一方、尿温を始めとする体温は平常の健康な状態においても、比較的小さな変動があり
、その一例としてサーカディアンリズムと呼ばれる体内リズム変動による周期的なものが
あることが知られている（特許文献３参照）。
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【０００６】
　さらにこの比較的小さな変動には周期的ではない変動もあり、その変動要因として、起
床時刻、就寝時刻、飲酒の有無などの被験者の意図が大いに及ぶもの（以下、生活情報と
呼ぶ）と、年齢、性別、血圧、ストレスを始めとする軽微な健康状態の変化などの被験者
の意図が及びにくいもの（以下、生体情報と呼ぶ）とが挙げられる。
【０００７】
【特許文献１】特開昭６３－１７１９３３号公報
【特許文献２】特開２００４－１１７３３６号公報
【特許文献３】特開平６－１８９９１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　以上述べたように、体温の比較的微小な変動要因は多様なものが考えられるため、その
要因が明確になっていない条件下では、比較的微小な変動をも上回る大幅な変動が計測さ
れた場合のみ異常と判断できないこととなる。即ち、特許文献１，２に記載の尿温度測定
装置は、いずれも体温情報として尿温を測定しているが、いかに精密に測定できたとして
も尿温の測定結果のみでは、風邪などの発熱といった大きな体調変化に伴う健康状態の把
握しか確認することができなかった。
　
【０００９】
　従って、本発明の目的は、尿温を測定するだけでなく尿温に影響のある要因である、生
活情報や生体情報を取得し、尿温の比較的小さな変動に対しても、その変動の原因を推定
して被験者の健康情報として報知する装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために本発明では、
　被験者の排泄する尿の温度である尿温を測定し、その結果に基づいて被験者の健康状態
に関する健康情報を報知する尿温測定装置において、
尿温に影響を与える尿温影響要因の状態値を取得する尿温影響要因状態取得手段と、
前記尿温影響要因状態取得手段が取得した前記状態情報の状態値が、被験者の通常値範囲
とした状態基準範囲に含まれるか否かを判断する尿温影響要因状態判定手段と、を有し、
　測定した尿温が、測定前に蓄積された尿温値で作成される尿温基準範囲外となった場合
に、前記尿温影響要因状態取得手段が取得した尿温影響要因の状態値のうち、前記尿温影
響要因状態判定手段によって状態基準範囲外と判定された前記尿温影響要因の状態値に基
づいて、健康情報を作成して報知することを特徴としている。
【００１１】
　上記構成により、被験者は、尿温と生活情報および生体情報を測定ことにより、体の健
康状態を示す尿温が基準範囲の外に変動した場合に、その要因を生活情報および生体情報
から適切に把握することが可能である。健康状態を示す尿温の変動を第一の情報とし、被
験者は尿温が変動した要因を把握することで、日々の健康を保つための指針として被験者
自身が活用することが可能である。
【００１２】
　また、前記尿温基準範囲は、被験者の過去の一定期間の尿温値の中で、前記尿温影響要
因状態判定手段が状態基準範囲の内とした尿温値にて、作成されることを特徴としている
。
【００１３】
　上記構成により、過去の一定期間で、生活情報や生体情報という尿温影響要因が基準範
囲の内を選択することにより、被験者一人一人に合致した、つまり個人差を加味した健康
状態の良い時の尿温の範囲を作成することが可能である。
【００１４】
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　また、前記尿温基準範囲は、被験者の過去の一定期間の尿温値の中で、予め決められた
分布範囲の尿温値にて、作成されることを特徴としている。
【００１５】
　上記構成により、過去の一定期間で、予め決められた分布範囲の尿温値を選択すること
により、過去の一定期間中、継続的に健康状態が優れなかったとしても、一般的な被験者
が健康状態が良いとした予め決められた分布範囲の尿温を選択することにより、健康状態
の良い時の尿温の範囲を作成することが可能である。
【００１６】
　また、前記状態基準範囲は、被験者の過去の一定期間の状態情報の情報値の中で、予め
決められた分布範囲の情報値にて、作成されることを特徴としている。
【００１７】
　上記構成により、過去の一定期間で、生活情報や生体情報といった状態値を、一般的な
健常者が取り得る範囲内を対象とすることができ、健康状態が良いと考えられる状態値の
範囲を作成することが可能である。
【００１８】
　また、被験者固有の前記状態値の通常値範囲を作成する状態基準範囲作成手段を備え、
前記尿温影響要因状態取得手段が取得した前記状態値を蓄積して前記状態基準範囲を作成
することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、被験者の尿温を利用した健康判断において、尿温が変動した際に幾つ
かあるその要因から、影響度合いの高い要因を導出し、被験者一人一人に合致した健康ア
ドバイスを報知することできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態を、図面により詳細に説明する。
【００２１】
　［１．尿温測定装置の概要］
　以下、本発明を適用した尿温測定装置の実施形態について図面を参照して具体的に説明
する。図１は、本実施形態に係る尿温測定装置及び尿温測定装置を備えたトイレシステム
を示す外観斜視図であり、図２は、図１に示すトイレシステムが備えた便器の側断面図で
あり、図３は、図１に示す尿温測定装置が備えたリモコン装置の外観斜視図である。
【００２２】
　　図１及び図２に示すように、尿温測定装置４は、トイレブース２に設置されている便
器３と、便器３に取り付けられた尿温測定装置本体６と、を有している。なお、本実施形
態では、尿温測定装置本体６には人体の局部を洗浄するための局部洗浄装置９が組み込ま
れている。そのため、リモコン装置５は後述するように、尿温測定装置本体６だけでなく
便器３及び局部洗浄装置９を操作する機能も併せ持っている。
【００２３】
　尿温測定装置４は、被験者Ｐの排泄口Ｄから体外に排泄された排泄尿の温度である排泄
尿温を測定するものであり、図１及び図２に示すように、便器３の後上部に載置された尿
温測定装置本体６と、この尿温測定装置本体６に回動自在に設けられた便座７と、同じく
尿温測定装置本体６に回動自在に設けられた便蓋８と、トイレの壁面に設けられたリモコ
ン装置５と、を有している。また、便器３の前方の床には、体重計１３が埋め込まれてい
る。
【００２４】
　リモコン装置５には、尿温測定装置本体６の機能だけでなく、これらの局部洗浄装置９
や便器３のそれぞれの機能をも、被験者がそれらの実行を指示するための操作ボタン群と
、測定結果や各種メッセージを表示する表示部３１と、が設けられている。
【００２５】
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　なお、尿温測定装置本体６の内部には、図示を省略するが、被験者Ｐの局部を自動洗浄
する局部洗浄装置や便座暖房装置等の便器３の利便性を向上するための各種装置が収納配
設されており、局部洗浄機能や便座暖房機能等のそれぞれの機能を実行できるように構成
されている。
【００２６】
　次に尿温の測定する尿温測定ユニット１０について説明する。図２に示すように、温度
測定ユニット１０は、便器３のリム部３ａに設けられスイングアーム駆動部（図示せず）
を内蔵した支持ボックス１６と、一端を支持ボックス１６内に設けられたスイングアーム
駆動部に回動自在に支持されたスイングアーム１８と、スイングアーム１８の他端に連設
された受尿容器２０と、受尿容器２０の内部に設けられた温度センサ１１と、を有してい
る。
【００２７】
　さらに詳しくは、採尿容器２０のは浅い船底形を呈し、その底部には尿溜まりが形成さ
れている。尿溜まりに面して採尿容器２０にはサーミスタ１１が埋め込んであり、尿溜ま
りに溜まった尿の温度を検出するようになっている。、また、サーミスタ１１で検出した
温度信号はスイングアーム１８に内蔵された電線を通じて尿温測定装置６の信号処理部へ
とつながっている。
【００２８】
　なお、本実施例では、尿温を測定する感温部としてサーミスタを用いたが、白金抵抗体
でも熱電対でも実現可能である。また、採尿容器に尿を溜めなくとも放尿される尿を直接
感温部に接触させることで測定してもよい。さらに、感温部に直接尿を接触させなくとも
、サーモパイルなどの熱線を検知する非接触タイプ方式の感温手段でも問題ない。また、
尿温測定装置本体は、本実施例のように便座に組み込むタイプもあれば、それ自体がハン
ディタイプになっており、モータなどの駆動部を使う代わりに被験者が手動で直接尿をた
める構造であってもよい。
【００２９】
　［２．尿温測定装置の動作概要］
　次に、図４のフローチャート参照しながら、健康情報を作成し表示するまでの尿温測定
装置定４の動作と被験者の動作とを説明する。
【００３０】
　被験者となる個人別に割り当てられてリモコン装置５に設けられた個人別スイッチ３０
にて、測定が開始するものである。個人別スイッチ３０を押すことにより、使用前に予め
被験者が設定し、リモコン装置５の記憶部に蓄えられた、性別、年齢などの個人情報のデ
ータを参照してから測定が進行していくこととなる。また、測定して得られる尿温他の測
定値が被験者間で混在しないように管理することが可能な構成となっている。さらにまた
、リモコン装置５には時計機能を有した時計部も有している。
【００３１】
　始めに、リモコン装置５の個人別スイッチ３０が押されると、予め設定された個人情報
が、リモコン装置５の記憶部から読み出される（Ｓ１）。
【００３２】
　次に、リモコン装置５の表示部３１に、「尿温測定を開始します。採尿容器に尿をかけ
てください」という被験者に次の動作を促すメッセージが表示され、それと共に、尿温測
定装置本体６がの採尿容器が所定の尿温測定位置まで移動する。移動が完了した後、被験
者は採尿容器に尿を放尿し尿温を測定する（Ｓ２）。
【００３３】
　次に、このときが起床した直後かどうかを問うメッセージが表示される（Ｓ３）。
　起床した直後である場合（Ｓ３；Ｙｅｓ）は、被験者は生活情報を尿温測定装置４にて
測定するか、または、リモコン装置５を用いて被験者が入力する（Ｓ４）。
【００３４】
　次に、生体情報を尿温測定装置４にて測定、または、リモコン装置５を用いて被験者が
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設定する（Ｓ５）。
【００３５】
　そして、リモコン装置５の制御部にて、得られた尿温と生活情報、生体情報を元に健康
情報を作成する（Ｓ６）。
【００３６】
　最後に、表示部３１に測定した尿温や生活情報、生体情報と共に、被験者の健康情報が
表示される（Ｓ７）。これにより、被験者は自らの健康状態を把握することが可能となる
。
【００３７】
　また、Ｓ３にて尿温を測定するタイミングが起床した直後以外（例えば日中）である場
合（Ｓ３；Ｎｏ）には、被験者は中止スイッチ３４を押す（Ｓ１１）。すると、尿温のみ
を表示部に表示して（Ｓ１２）、測定は完了となる。
【００３８】
　以上の手順の具体例として、起床した直後の尿温と生活情報、生体情報を使用して健康
情報を作成する場合で、生活情報として起床時刻・飲酒の有無または量を、生体情報とし
て体重の、４つの指標を使用した場合を挙げて以下に説明する。
【００３９】
　起床時の尿温であるか否かの判定は、、リモコン装置５の表示部３１に、「起床した直
後ですか？そうであればＯＫスイッチを押してください」という被験者に動作を促すメッ
セージが表示される。被験者は、そうであればリモコン装置５の決定スイッチ３３を押す
ことで実施する。これにより、起床直後の測定であることが確認され、リモコン装置５の
時計機能により、決定スイッチ３３が押された時刻を、起床時刻として抽出する。
【００４０】
　また、生活情報としての飲酒の有無および量の入力は、リモコン装置５の表示部３１に
、「昨夜の飲酒はありましたか？有無の選択および有の場合、かなりの飲酒した、程ほど
飲酒した、少し飲酒した、から選択してください」という被験者に動作を促すメッセージ
が表示され、被験者は、条件選択には調整スイッチ３２を、決定には決定スイッチ３３を
押すことで、昨夜の飲酒の有無および飲酒量といった飲酒状況の入力を実施する。なお、
かなりの飲酒をしたを飲酒レベル３、程ほど飲酒したを飲酒レベル２、少し飲酒したを飲
酒レベル１とし、飲酒をしていない場合を飲酒レベル０と呼ぶこととする。
【００４１】
　また、生体情報としての体重値の取得は、リモコン装置５の表示部３１に、「体重測定
を開始します。体重計に乗ってください」という被験者に動作を促すメッセージが表示さ
れ、被験者は便器前方の体重計１３にて体重測定を実施することによって行なわれる。
【００４２】
　そして、以上で得られた尿温、起床時刻、飲酒の有無または量、体重が演算情報として
リモコン装置５の制御部に送られて、健康情報が作成されることとなる。
【００４３】
　［３．尿温測定処理の詳細］
　続いて、図５の尿温を測定するフローチャートを併せて参照しながら、尿温の測定に関
わる一連の流れを、尿温測定装置６の一態様を例に挙げて説明する。
【００４４】
　始めに、被験者が便座７に着座し、個人別スイッチ３０を押すと（Ｓ１０１）、尿温測
定装置４の制御部はスイングアーム駆動部のモータ（図示せず）を回転させ、受尿容器２
０を支持ボックス１６内から便器３のボール３ｂ側の、被験者Ｐから排泄された尿を受け
るために設定されている所定の採尿位置に進出させる（Ｓ１０２）。
【００４５】
　このとき、被験者は、採尿容器２０が自分にとって適切な位置になるよう、リモコン装
置５の調整スイッチ３２を押すことにより、採尿容器２０をボール３ｂ内で、前後方向に
調整することが可能である。
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【００４６】
　その後、被験者は適切な位置に採尿容器２０が進出して停止した後に、採尿容器２０に
向かって放尿する（Ｓ１０３）。尿は採尿容器２０に命中し、尿溜まりに集積する。その
集積された尿の温度をサーミスタ１１で測定し、尿温測定装置本体６の制御部で演算され
、尿温が算出される（Ｓ１０４）。
【００４７】
　次に、被験者の放尿が完了し、リモコン装置５の中止スイッチ３４が押された時点、も
しくは放尿後一定時間が経過した後（Ｓ１０５）、採尿容器２０が再び支持ボックス１６
へ収納される（Ｓ１０６）。
【００４８】
　次に、収納された採尿容器２０は、支持ボックス１６に設けられた、洗浄装置（図示せ
ず）によって、採尿容器２０やサーミスタ１１が上水や洗剤によって洗浄され（Ｓ１０７
）、次回の尿温測定に備えることとなる。
【００４９】
　［４．各機器の信号接続状態］
　続いて、図６に示す機器間の信号ブロック図を併せて参照しながら、各機器間の情報の
やり取り状況について説明する。
【００５０】
　尿温測定装置本体とリモコン装置はそれぞれ送信部と受信部とを有しており、双方向の
通信を実現している。図６に示すように、電波や赤外線を用いた無線接続の他に、信号線
を利用した有線接続でも実現可能である。
【００５１】
　始めに尿温測定装置本体６の構成から説明する。尿温測定装置本体６は、制御部１４を
制御の中心とし、尿温を計測する尿温測定ユニット１０、局部洗浄を行なう局部洗浄装置
９、が接続され、また、外部の機器と信号の送受信を行なう通信部２１、も接続される構
成となっている。制御部１４は、それぞれの機器の動作制御を行い、また、通信部２１を
通じてリモコン装置４との信号の送受信を実施している。さらには、本実施例では、体重
計１３が通信線によって尿温測定装置本体６に接続されている。
【００５２】
　情報の流れとしては、リモコン装置４から動作開始に関わる信号が送信され通信部２１
に受信されると、制御部１４は受信した動作開始に関わる信号に基づき、尿温測定ユニッ
ト１０、局部洗浄ユニット９、体重計１３の動作を開始させる。また、尿温測定ユニット
１０と体重計１３の動作完了後には、制御部１４は、測定した尿温や体重値情報を有する
信号を制御部１４にて生成し、通信部２１を通じて、リモコン装置４へと送信するもので
ある。
【００５３】
　続いて、リモコン装置４の構成は、制御部１５を制御の中心とし、時刻を計測する時計
部３７、測定値や予め設定した情報を記憶する記憶部１５１、測定結果や操作を促すメッ
セージや健康情報を表示する表示部３１が接続され、また、被験者が尿温測定を開始させ
るための個人スイッチ３０、局部洗浄装置の各種機能を作動させるための局部洗浄装置作
動スイッチ９３、及び、調節スイッチ３２、決定スイッチ３３、中止スイッチ３４からな
る状態設定スイッチ９４が接続される構成となっている。制御部１５は、それぞれの機器
の制御を行い、また、通信部を通じて尿温測定装置本体６との信号の送受信を実施してい
る。
【００５４】
　情報の流れとしては、被験者が個人別スイッチ３０や局部洗浄装置作動スイッチや状態
設定スイッチ９４を押すことにより、、制御部１５にて、対応する送信信号が作成され、
通信部２２を通じて尿温測定装置本体６へ送信される。これにより、前述のように、尿温
測定装置本体６の尿温測定ユニット１０や局部洗浄装置９、体重計１３それぞれの機器の
動作が開始される。測定完了後、尿温測定ユニット１０で測定した尿温や体重計１３で測
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定した体重は、同じく前述のように尿温測定装置本体６の通信部２１から送信され、リモ
コン装置４の通信部２２を通じて、記憶部１５１に蓄えられる。起床時刻と飲酒状況の情
報は、状態設定スイッチ９４で設定され、同じく記憶部１５１に蓄えられる。
【００５５】
　このように測定されて記憶部１５１に蓄えられた、尿温、起床時刻、飲酒の有無または
量、体重を利用して、制御部１５にて、健康情報が生成されることとなる。また、制御部
１５の情報は、表示部３１を通じて被験者に報知されるものである。
【００５６】
［５．尿温の生理学観点の情報］
　尿温を始めとする体温は、大きな値の変動として、風邪を疾患した場合には尿温が上昇
したり、成人女性では性ホルモンの働きにより高温相、低温相からなる月経周期により高
低を一定期間で繰り返すといったように変動している。尿温の変動幅は、風邪を疾患した
場合には、平常時の尿温に比べて１．０℃以上の変動が確認される場合もあるし、月経周
期における高温相と低温相の差は、０．５℃程度といったように大きな値となる。これら
大きな値の変動は、被験者自身でも、尿温の値を確認するだけで、要因を認識できるもの
である。
【００５７】
　しかし、尿温は前述の被験者自身が要因を認識できる大きな変動以外に、日々、被験者
自身がその要因を容易に認識できない程度の比較的小さな変動も発生している。これらの
比較的小さな変動が発生する要因は、その特性によって以下に述べる４種類に分けられる
。
【００５８】
　即ち、年齢・身長・性別・日内変動といった個人の意図が及び難くいが変動範囲は決ま
っているもの（以下、生体情報Ａと呼ぶ）と、体重・BMI・体調・ストレス・環境温度と
いった個人の意図が及び難く変動範囲も決まっていないもの（以下、生体情報Bと呼ぶ）
、起床時刻・就寝時刻・睡眠時間・測定時刻といった個人の意図が大いに及び且つ必ず発
生するものであるが、その発生の仕方が個人によって異なるもの（以下、生活情報Ａと呼
ぶ）と、飲酒量・飲酒時刻・食事の量や時刻・入浴の状態や時刻・運動の種類や時刻・薬
剤の種類や量といった個人の意図が大いに及ぶが必ず発生するとは限らないもので、その
発生の仕方が個人によって異なるもの（以下、生活情報Bと呼ぶ）に分類される。
【００５９】
　また、これら尿温を変動させる要因は、被験者一人一人に与える影響が一律ではなく個
人差が大きく現れるものである。
【００６０】
　このように尿温の変動を把握することは、尿温が変動する要因である様々な生体情報の
変化や生活情報の変化の影響を知ることと同一であり、被験者は日常の健康管理に有用な
情報を得ることが可能である。
【００６１】
　本実施例では、前述のように、尿温を測定する測定タイミングを起床時とし、また、尿
温が変動する要因として、生体情報から体重、生活情報から起床時刻および飲酒の有無ま
たは飲酒量に着目して説明する。
【００６２】
　これまでの発明者の研究により、通常の生活状態を基準とした際に、起床時刻が遅くな
ると尿温が上昇する傾向、また、前日夜の飲酒量が一定以上となると翌日の起床時の尿温
が上昇する傾向、さらに、体重が増加すると尿温は上昇もしくは体重が減少すると尿温は
低下する傾向を確認している。
【００６３】
　これら生活情報や生体情報が尿温に与える影響の仕組みは、夫々次のように考えられる
。第一の起床時刻が遅くなると尿温が上昇する傾向は、尿温をはじめとする体温は起床時
付近で最低となり昼すぎに最高となる規則的な日内変動周期（サーカディアンリズム）を
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有しており、起床時刻がずれるとその分、起床時の尿温も高くなってしまうためと考えら
れる。
起床時刻が被験者の標準的な起床時刻と異なり続けると、尿温をはじめとする体温の変動
が規則的な日内変動周期を有さなくなるようになり、結果として、被験者の生活リズムが
不安定となり、健康状態が悪化するようになる。
【００６４】
　第二の前日夜の飲酒量が一定以上になると翌日の起床時の尿温が上昇する傾向は、飲酒
により就寝中の体温が変動が急激に低下しその反動で起床時の尿温が急激に上昇するため
と考えられる。一定以上の飲酒を行い続けると尿温の変動が規則的な日内変動周期を有さ
なくなり、結果として健康状態が悪化するようになる。
【００６５】
　第三の体重の変動と尿温の変動に関しては、例えば体重の増加より尿温が変動する例と
して、体重の増加により体表面積が増え、放熱機能が高まり、尿温が変動するためと考え
られている。急激な体重の増加は、健康維持にとって悪影響を及ぼすことが想定されるが
、尿温の低下によって、その影響を客観的に把握することができる。
【００６６】
　また、ここで言う通常の生活状態とは、起床時刻の観点では、例えば、毎日７時に起床
して仕事に出かけるといった出勤時刻が決まっている者が被験者であるケースの勤務日を
想定している。このケースにおいては、起床時刻が遅れる例としては、休日で起床が遅く
なる場合や、疾病により起床時刻が遅れる場合を想定している。
【００６７】
　また、飲酒量に関する通常の生活状態とは、普段飲酒を行わない者であれば飲まないこ
とがが該当し、晩酌をしている者であれば通常の飲酒量の晩酌が該当する。飲酒量が一定
以上となる例としては、普段飲酒を行わない者であれば飲酒を行った場合や、晩酌してい
る者であれば通常よりも多くの量を飲酒した場合が該当する。
【００６８】
　さらに体重の通常状態とは、例えば、ＢＭＩ（Body Mass Index）が適正といわれる２
２付近であり、体重が増加する例としては、過飲食や著しい運動不足により体重が著しく
変化した場合を想定している。
【００６９】
　これら３つの要因が、尿温に変動要因として作用する期間は、起床時刻や飲酒量は測定
した当日の時刻や前日の飲酒状況によるものであり短期的視点での変動要因であるが、そ
れに対して、体重は日々除々に変化するものであり長期的視点での変動要因である。
【００７０】
　［６．尿温から健康情報を作成する手順］
　続いて、図７の健康情報の作成手順を示したフローチャートを参照し、リモコン装置の
制御部にて、尿温から健康情報が作成され、リモコン装置の表示部に健康情報として表示
されるまでの手順を示す。
【００７１】
　始めに、尿温および尿温影響要因（ｎ）の状態値の測定又は被験者の設定操作により、
尿温や尿温影響要因の状態値がリモコン装置の制御部に入力される（Ｓ２０１）。なお、
ここで、尿温影響要因（ｎ）は、複数の尿温影響要因であることを示す。
【００７２】
　次に、リモコン装置の記憶部に蓄積された過去の尿温と今回測定した尿温とを利用して
、リモコン装置の制御部にて、被験者個人の尿温基準範囲が作成される（Ｓ２０２）。
【００７３】
　次に、今回測定した尿温が、先に作成した尿温基準範囲の内であるか否かを、リモコン
装置の制御部にて判定する（Ｓ２０３）。
【００７４】
　その結果、今回測定された尿温が尿温基準範囲の外となった場合（Ｓ２０３；Ｎｏ）に
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は、リモコン装置の記憶部に蓄積された尿温影響要因（ｎ）の状態値を利用して、リモコ
ン装置の制御部にて、尿温影響要因（ｎ）の状態値の基準範囲として状態基準範囲が作成
される（Ｓ２０４）。また、今回測定された尿温が尿温基準範囲の内となった場合（Ｓ２
０３；Ｙｅｓ）には、予め用意された健康情報が採用される（Ｓ２３１）。
【００７５】
　次に、今回測定した尿温影響要因（ｎ）の状態値がこの作成した状態基準範囲の内であ
るかを、リモコン装置の制御部にて判定する（Ｓ２０５）。
【００７６】
　ここで、今回測定した尿温影響要因（ｎ）の状態値が状態基準範囲の外となったものだ
けが採用され（Ｓ２０６）、状態基準範囲ものは尿温影響要因として採用されない（Ｓ２
０７）。これを全ての尿温影響要因（ｎ）に対して繰り返し行なう（Ｓ２０７）。次に、
採用された尿温影響要因（ｎ）があるか否かを判断して（Ｓ２０８）、１つ以上あった場
合（Ｓ２０８；Ｙｅｓ）は、それらの状態値に基づいて、リモコン装置の制御部にて健康
情報が作成される（Ｓ２０９）。なかった場合（Ｓ２０８；Ｎｏ）は、予め用意された健
康情報が採用される（Ｓ２３１）。
【００７７】
　最後に、作成された健康情報を、リモコン装置の表示部への表示を通じて被験者に報知
する（Ｓ２１０）。
【００７８】
　なお、ここで予め用意された健康情報（Ｓ２３１）とは、予めリモコン装置の記憶部に
用意された情報であり、今回測定した尿温が尿温基準範囲の内であった場合（Ｓ２０３；
Ｙｅｓ）には、“健康状態は良い”というものが選択される。また、今回測定した尿温が
尿温基準範囲の外なったが尿温影響要因（ｎ）の状態値がすべて状態基準範囲の内であっ
た場合（Ｓ２０８；Ｎｏ）には、“健康状態は悪いが要因が不明”という情報を健康情報
として選択される。
【００７９】
　続いて、実際の変動を示したグラフを用いて、尿温と、尿温影響要因として起床時刻、
飲酒の量、体重を例とした健康情報を作成する手順を具体的に説明する。図８（イ）は、
起床時の尿温の日々の変動の例、図８（ロ）は、起床時刻の日々の変動の例、図８（ハ）
は、前日夜の飲酒の量の日々の変動の例、図８（ニ）は、体重の日々の変動の例を、夫々
示したものである。
【００８０】
　なお、今回の実施例で用いる起床時刻、飲酒量、体重を尿温影響要因と定義し、それぞ
れの値が状態値であり、また、起床時刻を測定する時計部、飲酒量を設定するスイッチ部
、体重を測定する体重計が尿温影響要因取得手段であり、起床時刻の基準範囲や飲酒量の
基準値や体重の基準値をそれぞれ状態基準範囲としている。
【００８１】
　図８（イ）では日々の尿温の変動４０に加え、通常の健康的な生活状態で尿温がとり得
る範囲である尿温基準範囲である上限値４１および下限値４２もあわせて記載されている
。
【００８２】
　図８（ロ）では日々の起床時刻の変動５０に加え、通常の健康的な生活状態に影響がな
い起床時刻の基準範囲である上限値５１および下限値５２もあわせて記載されている。
【００８３】
　図８（ハ）では日々の前日夜の飲酒量の変動６０に加え、通常の健康的な生活状態に影
響がない飲酒量の基準である上限値６１もあわせて記載されている。
【００８４】
　図８（ニ）では日々の体重の変動７０に加え、健康的な生活状態に影響がない体重の基
準である上限値７１もあわせて記載している。
【００８５】
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　なお、図８（イ）、図８（ロ）、図８（ハ）、図８（ニ）は、実施例を説明するために
１１週間分の尿温他の測定値を時系列に記載したものであり、尿温他を測定した際には、
過去の測定値をもとに、基準基準範囲が作成され、直ちに健康情報が導出されるものであ
る。
【００８６】
　次に、今回測定もしくは設定した、起床時刻や飲酒量や体重が基準の内であるかを判定
する。
【００８７】
　次に、判定の中で基準の外となった要因のみの組み合わせを行い健康情報を作成し、表
示部に表示して被験者に報知するものである。
【００８８】
健康情報の例としては、先に示した図８の（イ）、（ロ）、（ハ）、（ニ）までのグラフ
を参照して説明する。
【００８９】
　判定日１は、尿温が尿温基準範囲の外になり起床時刻が起床時刻の範囲の外になった例
である。その際の健康情報は、「尿温が適正範囲の外になっており、健康状態の悪化が懸
念される。起床時刻を通常通りの時刻に行ない、健康状態に留意しましょう」といった旨
の表示となる。
【００９０】
　また、判定日２は、尿温が尿温基準範囲の外になり飲酒量が基準値の外になった例であ
る。その際の健康情報は、「尿温が適正範囲の外になっており、健康状態の悪化が懸念さ
れます。昨晩のような飲酒を控え、健康状態に留意しましょう」といった旨の表示となる
。
【００９１】
　また、判定日３は、尿温が尿温基準範囲の外になり起床時刻が起床時刻の範囲の外にな
り、かつ、体重が基準値の外になった例である。その際の健康情報は、「尿温が適正範囲
の外になっており、健康状態の悪化が懸念されます。起床時刻を通常通りの時刻に行ない
、かつ、ダイエットを行い体重を落とし、健康状態に留意しましょう」といった旨の表示
となる。このように、尿温が尿温基準範囲の外になり、その要因の組み合わせにて、健康
情報が作成されることとなる。
【００９２】
　また、判定日４ような尿温が尿温基準範囲の外であるが、要因が範囲の外になるものが
ない場合には、「尿温が適正範囲の外になっており、健康状態の悪化が懸念されます。健
康状態に留意しましょう」といったように、要因には言及しないが健康に注意を促す旨の
表示となる。
【００９３】
　最後に、判定日５のような尿温が尿温基準範囲の内である場合には、「尿温が適正範囲
の内で、健康状態が維持されています」といった旨の表示となり、被験者に良い傾向であ
るということも報知するものである。
【００９４】
　［８．状態基準範囲および尿温基準範囲の作成手順］
　以上述べてきた本発明に使用する状態基準範囲および尿温基準範囲の作成手順について
、以下に具体的な例をあげて説明する。
まずはじめに、状態基準範囲の作成手順について説明する。
　　［００８８］
　図８（ロ）に示した起床時刻の日々の変動における状態基準範囲は、過去の起床時刻の
測定値から、被験者が通常起床する時刻を算出し、その起床時刻から９０分後を上限値と
し、その起用時刻から９０分前を下限値となる範囲である。本実施例の被験者の場合、勤
務日は決まった時刻から勤務を開始することから、ほぼ決まって６：４５に起床する生活
を送っており、その６：４５を通常の起床時刻としている。前後９０分という値は、発明
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者のこれまでの調査により、起床時の尿温は、起床時刻の相違が９０分以内の相違であれ
ば、影響を与えないことを確認しているためである。なお、別の被験者にて、通常の起床
時刻が７：００であれば、７：００を通常の起床時刻とし前後９０分以内が、起床時刻の
基準範囲となる。
【００９５】
　図８（ハ）に示した日々の前日夜の飲酒量の変動の上限値は、本実施例の被験者の場合
、飲酒レベル２（程ほど飲酒した）以上としている。ただそ、飲酒量の上限値は個人差が
大きい指標であり、例えば、毎晩晩酌を行う被験者の場合には、飲酒レベル３（かなり飲
酒した）を飲酒量の上限値と設定を変更するこが適当であろう。また、飲酒レベルは被験
者自身が、リモコン装置を通じて飲酒レベルを選択することになっているが、リモコン装
置にアルコール濃度計を設ければ、息を吹きかけけることで呼気アルコール濃度を測定し
、飲酒量の上限値をより詳細に決定することが可能である。
【００９６】
　図８（ニ）に示した日々の体重の変動に関しては、本実施例の被験者の場合、ＢＭＩ＝
２５を、健康的な生活に影響がない体重の上限値としている。ＢＭＩ＝２５は、一般的に
適正範囲の上限値である。なお、体重値の尿温に対する影響も個人差の大きい指標であり
、ＢＭＩで既定するほかに、数週間の平均と偏差を算出し、平均＋偏差といった値で上限
値を算出することも可能である。
【００９７】
　本実施例で示した、起床時刻、飲酒量、体重の場合、上記のような手順で基準範囲を作
成したが、状態値として、他の生活情報、生体情報を用いる場合には、それぞれの状態値
に適した手順にて、状態基準範囲が作成されるものである。
【００９８】
　続いて、尿温基準範囲の作成手順について二種類の方法を説明する。
【００９９】
　尿温基準範囲の第一の作成手順としては、過去の一定期間の尿温計測値の中で予め決め
られた分布範囲内のものだけを尿温基準範囲を算出するために使用する尿温計測値として
採用し、この採用された複数の尿温計測値を用いてそれらの平均値と標準偏差を算出し、
求められた平均値と標準偏差でを目的とする尿温基準範囲の上下限の閾値を決める方法が
考えられる。
【０１００】
　即ち、発明者のこれまでの複数人を対象とした調査により、起床時の尿温の平均は３６
．３２℃、偏差は０．２２℃であることが確認されている。一方、医学の分野では体温の
分布において健康状態が良い場合は、分布の平均値と標準偏差で表した平均値±２×標準
偏差の範囲に分布するといわれている。従って、本実施例では、これを利用し、前述の尿
温基準範囲の作成に採用する尿温計測値データは、３６．３２±２×０．２２℃を上下限
値とする範囲を予めデータ採用範囲に決めている。
【０１０１】
　そして、測定結果の処理に使用する尿温基準範囲は、測定当日を含む過去１５日間の尿
温計測値の中から予めこのようにして決められたデータ採用範囲の尿温計測値を抽出し、
抽出された尿温計測値を使用して平均値と標準偏差を算出し、平均値±１．５×標準偏差
としている。
【０１０２】
　また、尿温基準範囲の第二の作成手順としては、過去の一定期間の尿温の中で、状態値
が状態基準範囲内に対応する尿温計測値データを用いて、それらの平均値と標準偏差を算
出し、この平均値と標準偏差で目的とする尿温基準範囲の上下限の閾値を決める方法が考
えられる。
【０１０３】
　本実施例に適用すると、当日を含む過去１５日間の尿温の中から、起床時刻が通常の起
床時刻である６：４５の前後９０分以内で、飲酒レベルが１以下で、ＢＭＩが２５以下で
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測定された尿温計測値データを抽出し、抽出された尿温計測値データにて、平均と偏差を
算出して、平均±１．５×偏差にて作成することも可能である。
【０１０４】
　このように、日々の尿温を測定し、その変動が基準範囲の外に変動した場合に、その要
因を生活情報および生体情報から適切に把握することが可能である。健康状態を示す尿温
の変動を第一情報とし、被験者は尿温が変動した要因を把握することで、日々の健康を保
つための指針として被験者自身が活用することが可能である
【０１０５】
　なお、本実施例では、生活情報として起床時刻・飲酒の有無または量を、生体情報とし
て体重を利用したが、その他の生活情報や生体情報も同時に取得することにより、尿温が
変動した際に、より詳しい健康情報を作成し、被験者に報知することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】本発明の実施形態に係る尿温測定装置及び尿温測定装置を備えたトイレシステム
【図２】図１に示すトイレシステムが備えた便器の測断面図
【図３】図１に示す尿温測定装置が備えたリモコン装置の外観斜視図
【図４】健康情報を作成し表示するまでのフローチャート
【図５】尿温を測定するフローチャート
【図６】機器間の信号ブロック図
【図７】健康情報の作成手順を示したフローチャート
【図８】被験者Ｐの尿温に与える影響要因の例　　　　　（イ）起床時の尿温の日々の変
動の例　　　　　（ロ）起床時刻の日々の変動の例　　　　　（ハ）前日夜の飲酒の量の
日々の変動の例　　　　　（ニ）体重の日々の変動の例
【符号の説明】
【０１０７】
　　　２　　　トイレブース
　　　３　　　便器
　　　３ａ　　リム部
　　　３ｂ　　ボール
　　　４　　　尿温測定装置
　　　５　　　リモコン装置
　　　６　　　尿温測定装置本体
　　　７　　　便座
　　　８　　　便蓋
　　　９　　　局部洗浄装置
　　　１０　　尿温測定ユニット
　　　１１　　温度センサ
　　　１３　　体重計
　　　１４　　制御部（装置本体）
　　　１５　　制御部（リモコン）
　　　１６　　支持ボックス
　　　１８　　スイングアーム
　　　２０　　受尿容器
　　　２１　　送受信部（装置本体）
　　　２２　　送受信部（リモコン）
　　　３０　　個人別スイッチ
　　　３１　　表示部
　　　３２　　調整スイッチ
　　　３３　　決定スイッチ
　　　３４　　中止スイッチ
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　　　３７　　時計部
　　　４０　　尿温の変動
　　　４１　　尿温基準範囲の上限値
　　　４２　　尿温基準範囲の下限値
　　　５０　　起床時刻の変動
　　　５１　　起床時刻の基準範囲の上限値
　　　５２　　起床時刻の基準範囲の下限値
　　　６０　　飲酒量の変動
　　　６１　　飲酒量の基準の上限値
　　　７０　　飲酒量の変動
　　　７１　　飲酒量の基準の上限値
　　　９２　　作動スイッチ（便器洗浄装置）
　　　９３　　作動スイッチ（局部洗浄装置）
　　　９４　　状態設定スイッチ
　　　Ｄ　　　排泄口
　　　Ｐ　　　被験者

【図１】 【図２】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种装置，该装置用于估计相对较小的尿液温度变化
的原因，并将其作为对象的健康信息进行通知。 在测量尿温的尿温测量
装置中，尿温是受检者排泄的尿的温度，并且基于该结果来报告与受检
者的健康状况有关的健康信息，该尿温影响因素影响尿温。 获取状态信
息的状态值的尿液温度影响因素状态获取单元和通过尿液温度影响因素
状态获取单元获取的状态信息的状态值是否包括在作为对象的正常值范
围的状态参考范围内。 以及尿温影响因素状态确定装置，用于当所测量
的尿温超出由测量前累积的尿温值所创建的尿温参考范围时，确定尿温
影响因素， 在由因素状态获取装置获取的尿液温度影响因素的状态值
中，基于由尿液温度影响因素状态确定装置确定为超出状态参考范围的
尿液温度影响因素的状态值来创建健康信息。 尿温的特征是 恒装置。 
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